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トリーノレのマノレタス生誕記念祭記事

編 集委員会

本学部の大野英三教授は，文学省在学研究員として本年 3月からミ品ンへンに滞在し

ておられます。教授は， 5用 2日一6日，マルクス生誕の衛トリーノレ Trier1>訪れ，岡市

でのマルグス生誕 150年の記念行事壱視察されました。行事の中心のジンポジウムは満

員の盛況だった由です。 本誌巻頭にかかげた写真は教授が撮られた 10葉のうちから，

編集委員会が選んだものです。教授が送って来られた 2つの資料を抄録して，つぎにか

かげます。資料I. IIのあとの註記は大野教授自身が添えられたものです。

(田中真情記〉

〔資料Il トリール市広報課発行の"Veranstaltungen in Trier zum 150. Geburts-

tag von Karl Marx “(カール・マルグス生誕 150年祭のトリールにおける行事)と題

するバンフレマト言己載のプ μ グラム

講 演

トリール市主催

3月13日(水) 午後8時

N. Lo bkowicz (ミ ιγへン)， Ursprung und Bedeutung des. Marx'schen 

Entfrerndungs begri笠e，
3月20日(水) 午後 8時

Maihofer (ザ}ルプリュザケ γ)，Recht und Staat i皿 Denkendes jungen Marx 

トりール・カトリヲグ アカデミーギイ崖 r15C年後のカーノレ・マルクス」

4月30日(火〉 午後4時

Marcel Reding (ベルりン). Karl Marx und die Theologie der Welt von 

heute 

同日午後8時

A. Th. Peperzak (ウトレへト)， Der Glucksbegri丑 desKarl Marx fl1r Indl 

viduum und Gesellschaft als Anstos fUr die christliche Bruderlichkeit 

heute 

5月 1日(水〕 午前10時
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GUnther Nenning (ウィン)， Die ideologiefreie Gesellschaft des techno-

kratischen Zeitalters als Bedrohung fUr Christenturn und Marxismus 

同日午後3時

講演者たちの壇上討論

テーマ明日eweit geht der Dialog mit， dcn Marxisten? 

司会者 GerberlMeyer (グア Fレベルベルク)

シ〉ポ::.;ウム

5月5日(日) 午前10時

ドイツ・ユネスコ委員会主催国際シンポジウム

テーマ川 Marxheute“ 

主報者告者 ErllstBloch (チーーピンゲン)

展覧会

5月4日

カール マルクス生誕の家 (Bruckenst.10) が Karl-Marx-Ml1seumとして，

Fdedrich-Ebert-S tiflungによる陳列品をそえて公開される。ひきつづいて毎日

午前1~時から午後 6 時まで公開。

5月5日-26日

トリ ル市主催の展覧会 "KarlMarx im Bild“Simeonstiftの市立美術館に

て，毎日午前i口時 午後 6昨

集会

4月17日 20日

Institut fUr StaatsbUrger1iche Bildung io Rheinland-Pfalz主催の 3日間セ

ミナ-"Karl Marx-Persdnlichkeit. Umwelt und Werk" 

5月3日 7目

Friedrich-Ebert-Stiftung主催の奨学生セミナー"Die Welt seit Marx “ 

5月6日

F riedr ich -E bert -8ti ftu ngの歴史部会

入門セミナーと講演

GeseUschaft fUr Ntitzliche Forschur唱en主催

3月21日(木) 午後B時

Dr. H. Monz (トりーノレ). Die polit日 cheund soziale Situation des Trierer 

Raumes zur Jugend民社 vonKarl Mar:x 

トりーノレ市t国民高等学校主催で. 3月27日-4月18日に下記のセミナー。
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A. Rollioger (トりーノレ)， Die okonomischen Theurien von Karl Marx 

E. Sandbach (トリール). Die politischen Schriften voo Karl Marx 

H. 1'100z (トリーノレ)， DlC Re1igionseioflusse auf Karl Marx in Trier 

H. Monz (トリ ル)， Karl Marx l.1nd Trier 

R. Laufner (トリ ノレ)， Schrifttum von und uber Kad Marx 

〔資料 nJ上記中のシンポジウム "KarlMarx heute "のプログラムの詳細。

1968年 5月 5日ト !l-)レ市立劇場におけるカール マルクス生誕 150年記念シンポジ

ウム。

ドイツ・ユネスコ委員会主催，ユネスコとトリール市協賛

テーマ 今日のカール・マルクス

午前日時午後6時。

拶挨 Georg Eckert (プラウ νジ z ヴァイグ， ドイツ・ユネスコ委員会会長)

Je叩 neHersch夫人(パリ，ユネスコ事務局長代理)

主報告者 Ernst Bloch (チューピンゲン)

副報告者:Robert C. Tucker (フリンストン).五回目的scher (ウィーγ)• 

Joscph Macek (プヲハ)， Adalll 8cha任(ワルシャワ)， Leo Valiani (マイラ

ゾト)， Julius Braunthal (ロンドン)， Siegfried Landshut (ノ、ムプルク)

閉会の辞 Rene Konig (ケノレγ)

註記

(1) UNESCO主催の SYMPOSIUM と並行して Treviris の犬ホールで Internationale 
Marx.Kundgebnng der Sozialisten皿 der.. Treviris “が開催された。これには Sowjetbot~

schafter Zarapkin， Helene Weigel， Prof. Dr. Abendroth， ZK~Mltglied der SED Dr 

Hoernlgたちが参加したと報道されているが，プログラムなどの詳細は明らかでないロ
(2) Karl~Ma-rx-Ausstellung im Simeonst出の開会にさいしてはj マルクスの曹孫 JeanLon 

guetが出席した。




